
　
色
鮮
や
か
で
葉
の
淵
が
ギ
ザ
ギ
ザ

の
フ
リ
ル
状
に
な
っ
て
い
て
、
見
た

目
は
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
が
あ
り
、
そ
の

名
の
と
お
り
、
わ
さ
び
の
様
な
風
味

と
辛
み
が
特
徴
の
わ
さ
び
菜
は
、
管

内
で
も
珍
し
い
作
物
の
一
つ
で
す
。

　
応
神
事
務
所
管
内
の
玉
置
亜
矢
子

さ
ん
は
、
わ
さ
び
菜
を
1.5 
㌃
栽
培
し

て
い
ま
す
。
玉
置
さ
ん
は
、
主
に
ツ

ル
ム
ラ
サ
キ
の
栽
培
を
お
こ
な
っ
て

お
り
、
冬
場
の
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
の
時

期
に
栽
培
で
き
る
作
物
を
検
討
し
て

い
た
と
こ
ろ
、
同
じ
管
内
の
わ
さ
び

菜
生
産
者
の
方
か
ら
の
勧
め
も
あ

り
、
栽
培
に
至
り
ま
し
た
。
わ
さ
び

菜
は
、
11
月
下
旬
か
ら
５
月
初
旬
に

か
け
て
、
葉
を
順
次
摘
み
取
り
な
が

ら
収
穫
し
て
い
き
、
春
に
抽
台
す
る

ま
で
長
期
間
に
わ
た
り
栽
培
が
可
能

で
す
。
春
先
に
気
温
が
高
く
な
る

時
期
は
、
生
育
が
促
進
さ
れ
、
収
穫

作
業
が
大
変
に
な
り
ま
す
が
、
手
で

簡
単
に
摘
み
取
る
こ
と
が
で
き
、
軽

量
作
物
で
作
業
性
が
良
い
と
こ
ろ
に

利
点
を
感
じ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
玉
置
さ
ん
は
、「
わ
さ
び
菜
は
、
辛

み
を
ア
ク
セ
ン
ト
に
し
た
い
な
ら
生

で
活
用
し
、
加
熱
す
れ
ば
辛
み
が
消

え
て
、
味
に
ク
セ
が
な
い
の
で
、
身

近
な
料
理
を
邪
魔
せ
ず
に
彩
を
加
え

ら
れ
る
便
利
な
野
菜
。
是
非
食
べ
て

い
た
だ
き
た
い
。」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
玉
置
さ
ん
の
特
に
お
す
す
め

の
調
理
方
法
は
、
辛
み
が
好
き
な

方
に
は
、
サ
ラ
ダ
。
辛
み
が
強
く
感

じ
る
な
ら
、
ゴ
マ
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を

か
け
る
と
辛
み
が
和
ら
ぎ
食
べ
や
す

く
な
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
お
ひ
た

し
に
し
た
り
、
パ
ス
タ
で
は
ほ
と
ん

ど
の
も
の
に
相
性
が
良
い
そ
う
で
す
。

色んな料理に
使える！

わさび菜

みかん
貯蔵庫を
巡回

品
質
を
保
持
す
る
た
め
、
貯
蔵
庫

は
室
温
３
〜
５
度
、
湿
度
約
85
％

で
管
理
さ
れ
ま
す
。
今
年
は
裏
年

で
、
着
花
数
が
や
や
少
な
い
こ
と

に
加
え
、
夏
場
の
雨
量
が
多
く
、

果
実
は
大
玉
傾
向
で
す
。

　
佐
々
木
健
副
部
会
長
は
「
気
温

が
低
い
日
に
、
貯
蔵
庫
の
換
気
を

こ
ま
め
に
行
い
、
品
質
管
理
を
徹

底
し
た
い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

同
部
会
は
生
産
者
70
戸
で
栽
培
面

積
約
40
㌶
を
栽
培
し
て
お
り
、
貯

蔵
み
か
ん
は
１
月
下
旬
か
ら
３
月

中
旬
ま
で
、
主
に
関
東
方
面
へ
出

荷
さ
れ
ま
す
。
今
年
度
産
は
、
総

出
荷
量
４
０
０
㌧（
前
年
比
80
％
）、

目
標
販
売
金
額
は
１
億
円
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

　
１
月
16
日
、
佐
那
河
内
支
所
み
か
ん
部

会
生
産
者
約
10
名
、Ｊ
Ａ
担
当
者
、
営
農
指

導
員
、Ｊ
Ａ
全
農
と
く
し
ま
担
当
者
が
み
か

ん
貯
蔵
庫
の
巡
回
を
行
い
ま
し
た
。
出
荷

に
向
け
、
各
生
産
者
が
所
有
す
る
貯
蔵
庫

を
班
に
分
か
れ
て
訪
問
し
、
果
実
の
大
き

さ
や
着
色
、
規
格
別
の
貯
蔵
割
合
の
調
査

と
貯
蔵
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
糖
度
や
貯
蔵
性
が
高
い
品
種
の

「
十
万
」
が
全
体
の
９
割
を
占
め
、
他
に
も

「
大
津
」、「
縄
手
」
等
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

み
か
ん
は
収
穫
後
、
３
カ
月
間
、
土
壁
造

り
の
貯
蔵
庫
で
熟
成
さ
れ
ま
す
。　
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ハ
ウ
ス
す
だ
ち
部
会 

奥
田
雅
之

部
会
長
（
69
）
の
ハ
ウ
ス
で
は
現

在
、
す
だ
ち
の
花
が
満
開
で
す
。

（
２
月
10
日
現
在
）

　
今
年
度
、
一
番
生
育
の
早
い
ハ

ウ
ス
の
花
は
、
１
月
10
日
に
開
花
が

始
ま
り
ま
し
た
。
ハ
ウ
ス
内
に
は
、

淡
く
爽
や
か
な
香
り
が
漂
い
、
一
足

早
い
春
の
気
分
が
味
わ
え
ま
す
。

　
毎
年
、５
月
中
旬
の
収
穫
後
に
、

ハ
ウ
ス
内
の
気
温
が
15
℃
以
下
の

時
間
が
積
算
し
て
１
，
０
０
０
時

間
を
超
え
る
と
、
花
芽
を
形
成
し

ま
す
。
し
か
し
、
今
年
度
は
11
月

か
ら
12
月
に
か
け
て
気
温
が
比
較

的
高
か
っ
た
た
め
、
花
芽
分
化
が

順
調
に
進
ん
だ
か
ど
う
か
、
非
常

に
心
配
だ
っ
た
と
の
こ
と
。
奥
田

部
会
長
は
、「
近
年
の
温
暖
化
に

伴
い
、
管
理
に
は
神
経
を
す
り
減

ら
す
が
、
こ
の
よ
う
に
無
事
に
開

花
す
る
と
ホ
ッ
と
一
安
心
す
る
。」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
花
が
咲
く
と
灰
色
カ
ビ
を
防
ぐ

た
め
に
「
花
振
い
」（
花
を
振
る

い
花
弁
を
落
と
す
）
作
業
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　
奥
田
部
会
長
は
、
以
前
、
ぶ
ど

う
（
デ
ラ
ウ
ェ
ア
）
の
栽
培
を
し

て
い
ま
し
た
が
、
温
暖
化
等
の
影

響
で
栽
培
が
難
し
く
な
っ
た
の
を

期
に
徐
々
に
す
だ
ち
の
栽
培
へ
切

り
替
え
ま
し
た
。
10
年
前
か
ら
12

棟
あ
る
ハ
ウ
ス
を
３
月
、
５
月
、

６
月
、
７
月
の
出
荷
体
制
に
築
き

上
げ
、
今
年
度
も
、
初
出
荷
は
３

月
初
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。　

　
「
今
後
も
徳
島
特
産
す
だ
ち
の

周
年
出
荷
を
維
持
す
る
た
め
、
ハ

ウ
ス
、
露
地
、
冷
蔵
の
各
部
会
が

一
致
団
結
し
、生
産
に
励
み
た
い
。」

と
熱
意
を
燃
や
し
て
い
ま
す
。
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今
後
も
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島
特
産
す
だ
ち
の

周
年
出
荷
を
維
持
す
る
た
め
、
ハ

ウ
ス
、
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地
、
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各
部
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団
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、生
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に
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い
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と
熱
意
を
燃
や
し
て
い
ま
す
。
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　現在、近隣農家５名が農業の閑散期に飼育の補佐を担ってくれ、共に作業
を行います。一昨年から、蜂が大量に死んでしまう現象に見舞われており、
今も原因は不明だそうです。井内さんは、「何年経験を積み重ねても、気候
の変化等によって上手くいかないことがたくさんある。しかしながら、どん
なときも誠心誠意、仕事に取組み、窮地を切り抜けたい。養蜂家が少なくな
る中、花粉交配の代替手段の開発も進んできているが、ミツバチの力は、他
のどんな技術にも負けることはないと思う。蜂の交配によっていちごの良し
悪しが決まる。年々、変化する気候変動に対応しながら、農家の収入増加の
ために元気に良く働くミツバチを提供できるよう、努力し続けていきたい。」
と話してくれました。

兄の残した蜂から始まった道　

養蜂農家 73 年　井内トミ子さん (95)
いのうち

兄の残した蜂から始まった道　

養蜂農家 73 年　井内トミ子さん (95)
いのうち

東部甘藷部会

ＧＡＰ導入・実践研修会を開催

東部甘藷部会

ＧＡＰ導入・実践研修会を開催

　1月 25 日、東部甘藷部会は、GAP 導入・実践研修会を開催し、徳島県農林水産部担当者から説
明を受けました。「とくしま安   農産物（安   GAP）認証制度」に取り組むことにより、農業生産工
程内に潜むさまざまなリスク（食品安全、環境保全、労働安全等）が低減され、結果的に農業経営
の改善や効率化、消費者や実需者の信頼確保につながるというメリットがあります。
　食品の安全性の確保は世界的な課題であり、GAP における取り組みは、安全対策として有効で
あるため、徳島県では、GAP の導入推進を積極的に行っています。
　今回の研修では、GAP 手法の導入について、また実践実例について詳しく説明がありました。
　例えば、実践実例として、「圃場での事故に対する備え」には、「救急箱の中に考えられる最大の
怪我等を考慮した処置物品を備えておく。緊急連絡先、応急処置の対処手順を携帯する。」
「圃場近くに清浄な水が出ること。なければ、最低４㍑程度携帯する。」という対策が挙げられてい
ます。実践実例は多岐にわたり、非常に細かく分類されていますが、取得は産地の一つの強みにも
なります。
　今後、部会では団体認証の取得を目指し、取り組みに賛同する部会員には、取得に向けた実務的
な勉強会を実施する予定です。

２２

　多家良支所管内の井内トミ子さん（95）はこの道 73 年のベテラン養蜂家。
　現在、管内の「さちのか」、「さくらももいちご」などを栽培するいちご農家
約 20 件へ、花粉交配用ミツバチの出荷を行っています。
　昭和３年生まれ。女学校を 16 歳で卒業。戦時中、小学校の教員をしていま
したが、22 歳の頃に兄が戦死。ショックのあまり床に伏していた両親を少しで
も元気づけようと、出征前に兄が残した蜂の巣箱を維持させるため、教師の道
を捨て、養蜂家となりました。思考錯誤しながらも、砂糖が貴重だった当時、
ハチミツは重宝され、次第に養蜂の勉強にのめり込んでいったそうです。また
両親が水稲栽培をおこなっており、春には田畑一面、蓮華が咲き乱れ、井内さ
んの「レンゲ蜜」は評判になりました。「支えてくれた今は亡き夫、また周り
の方々に恵まれていたから、
今までやって来られた。家族にも
すごく良くしてもらえて有難い。
95 年が早くて、早くて。“杖を
突いてまで、無理して仕事しな
くても。” と家族によく言われる
けど、仕事が生きがいだから
辞められない。」と笑顔いっぱい。

キウイフルーツ剪定講習会を開催キウイフルーツ剪定講習会を開催

　１月 18 日、佐那河内支所キウイフルーツ部会はキウイフルーツの冬季剪定講習会を開き、生産者 21
人、当 JA 担当職員、支援センター担当者が参加しました。キウイフルーツは、果実に日光が当たらな
いと果実肥大が緩慢になり、糖度が上がらないことから、枝をまびき、高品質な果実に栽培するため、
部会では毎年、講習会を開催し、剪定技術向上に努めています。南部営農経済センター山本浩史指導員
が剪定の仕方を指導し、生産者は熱心に
見学しました。同部会 渉賢治部会長は、
「枝の状態を見極め、こまめな剪定で
安定した出荷を目指したい。」と
話しました。





賀上延啓税理士事務所の無料税務相談

下記の通り開催予定ですが、新型コロナウイルスの
感染状況によりましては、開催できない場合がござい
ますのでご了承ください。

本所１階金融相談室

日  時

場  所

3 月 ７日 ( 火 )、14 日 ( 火 )、28 日 ( 火 )

９：３０～ 1５：00

総務部へ事前に予約が必要
申込先

０８８‐６２２‐６３３５

島田清弁護士の無料法律相談

通常通り開催いたしますが新型コロナウイルスの
感染状況によりましては開催できない場合もございます。

場  所

第３土曜日　９：00 ～ 12：00日  時

金融共済部へ事前に予約が必要
申込先

０８８‐６２２‐８００３

本所１階金融相談室

協議事項

(１)　徳島県農業信用基金協会への出資金増資　　　

　　　について

(２)　３億円超の信用の供与について

(３)　令和４年度事業 第１期育苗施設増設設備追加

　　　工事について

(４)　令和４年度余裕金運用方針の変更について

(５)　その他

４． 報告事項

(１)　令和４年度みのり監査法人による期中監査Ⅱの

　　　実施について

(２)　反社会的勢力との取引排除および疑わしい取引

　　　の届出等組織犯罪等の防止にかかる対応状況

　　　について

理事会だより ( 令和５年１月２７日 )

　「新型コロナウイルス感染症の５類引き下げについて」

　　　　徳島往診クリニック　吉田大介
健 康

百 科   　　　　　　みなさん、こんにちは。徳島往診クリニックの吉田です。

　　　　　　   政府は１月 27 日、新型コロナウイルスの感染症法上の分類を 5月 8日

に「5類」に引き下げると発表しました。季節性インフルエンザと同じ分類となり、大

幅な対策緩和に踏み切ったことを示しています。岸田文雄首相は新型コロナ感染症対策

本部で「家庭、学校、職場、地域、あらゆる場面で日常を取り戻すことができるよう着

実に歩みを進めていく」と語りました。５月の移行に先駆け、政府は新型コロナ対策の

基本的対処方針を改定し、スポーツ観戦やイベントの収容人数制限を 27 日に撤廃しま

した。5類移行後は新型インフルエンザ等対策特別措置法の適用外となり、基本的対処

方針は効力を失うこととなります。２類相当扱いの際の入院勧告や行動制限といった強

い措置はとれなくなり、感染者や濃厚接触者に求めてきた外出自粛も不要になります。

特措法に基づく緊急事態宣言やまん延防止等重点措置もなくなり、飲食店の営業時間の

短縮といった要請もできなくなります。いわば「自己責任」になるということですが、

ワクチンに関しては４月以降も無料接種は当面維持されます。マスク着用の指針も緩和

され、原則着用を求めていた屋内について、個人の判断に委ねるようになりました。

　このように大きな方針転換を迎えたわけですが、その背景には「平時の社会経済活動

に戻す」ということがあります。これまでは発熱外来と称された一部の医療機関がコロ

ナ疑いの発熱患者の診察を担うことにより医療現場の逼迫を招いていましたが、今後は

コロナ疑いの発熱患者でも原則すべての一般医療機関で受診できるよう対応施設を段階

的に広げていくこととなります。治療や入院といった医療費の公費負担は段階的に縮小

され、医療機関向けの病床確保補助金や発熱外来などへの診療報酬の上乗せといった公

費支援も徐々に減らされていくことになりますが、このことが却ってコロナ疑い患者さ

んの受診困難に繋がらないか心配されています。医療従事者のモラルが問われるところ

です。ウイルスは変異を繰り返すものですから、今後も周期的な感染拡大が続く可能性

があります。

　５類引き下げの根拠の一つとして、コロナ致死率の低下があります。新型コロナ感染

症が始まった当時は、若い人でも重症の肺炎を合併し、人口呼吸器や ECMO( エクモ ) な

どを使用しそれでもお亡くなりになる方が後を絶ちませんでしたが、第８波ではこう

いったケースが減り、重症化リスクがある高齢者がお亡くなりになるといった状況です。

厚生労働省は１２月２１日、新型コロナウイルスの重症化率と致死率の最新データを公

表しましたが、オミクロン株が流行した昨年７～８月の感染者では８０歳以上の重症化

率が 1.86％、致死率が 1.69％で、季節性インフルエンザの 2.17％、1.73％と大きな差が

ありませんでした。因みにデルタ株（2021 年７～10 月）流行期の、80 歳以上の致死率

は 7.92％です。

　現在、コロナ感染でお亡くなりになる方は基礎疾患のある高齢者がほとんどです。こ

れはコロナウイルスが直接の原因というわけではなく、医療機関の逼迫により高熱によ

る脱水等からの体調悪化に対応できずお亡くなりになるといったケースが主です（日本

では、中国とは逆に、コロナ感染がベースにある場合は死因をコロナ感染とするよう定

められています）。５類に引き下げられ行動制限やマスク使用の要件が緩められますが、

高齢のご家族を守るためには自らの責任で行動することが大切です。

１.  回収場所　： ＪＡ徳島市各営農経済センター
　　　　　　　   および各支所・事務所（八万・加茂名・徳島支所除く）
　　　　　　　   ※八万・加茂名・徳島支所管内の方は最寄りの営農経済
　　　　　　　　  センターもしくは支所・事務所での回収をお願いします。
２.  回収日時　：   令和５年３月 14 日（火）　
　　　　　　　  午前９時 ~10 時 30 分
３. 回収品目　： 金属缶・ポリボトル・ポリ袋・アルミ缶
　　　　　　　  アルミ袋・ガラス瓶・紙袋・不要農薬 ( 液 )
　　　　　　　  不要農薬 ( 粉・粒・水和 )
４. 荷　　姿　： 市販透明ポリ袋に排出用シール（購買窓口で配布）を
　　　　　　　  貼付けてください。
　　　　　　　 不要農薬は、市販透明ポリ袋に入れた上、
　　　　　　　ダンボール箱に入れ、排出用シールを貼付けてください。
　　　　　　　 空容器は必ず「すすぎ３回」してください。

５. 回収料金　： １kg 当り（端数単位は切上げ）

６. 決　　済　： 現金または口座引落
　　　　　　　( 令和 5年 3月 20 日頃口座引落予定 )
７. 対　　象　： 正・准組合員及び管内当ＪＡ利用者
　　　　　　   ( 卸・小売業者は対象外 )

※回収には委任状が必要となります。
委任状は広報誌に折り込んでいますので、ご記入・押印の上、回収時に
ご持参下さい。

種  類 回収料金（税込） 

金属缶 ３３０円    

紙袋 ３３０円   

アルミ缶・アルミ袋 ３３０円   

ポリ袋・ポリ瓶 ３３０円   

ガラス瓶 ３３０円   

不要農薬（液・粉・粒・水和） ３３０円   

 

農薬空容器・不要農薬回収のお知らせ

　地域の環境保全や資源の有効利用を進める上で、農薬の適正処理が必要です。
   ＪＡ徳島市では、下記のとおり農薬空容器と不要農薬の回収を実施致します
のでご案内申し上げます。

３)　苦情等の受付対応実績報告について

(４)　事務リスク管理規程に基づく事務ミス等の発生状　

　　　況 ・ 自主検査の結果および改善状況について

(５)　債権回収について

(６)　第３四半期の余裕金運用状況報告について

(７)　第４四半期の余裕金運用方針について

(８)　理事会決議事項処理状況報告について

(９)　北部営農経済センター西側用地取得について

(１０)　肥料価格高騰対策特別予約助成金交付について

(１１)　徳島 ・ 高知合同意見交換会について

(１２)　その他


